
平成19年3月期 決算説明会

イー・ギャランティ株式会社

平成19年5月15日

（ジャスダック市場 証券コード：8771）

クレジットリスクのマーケットメーカー



2www.eguarantee.co.jp

Innovation in Finance

目次

１．当社の事業概要

２．平成19年3月期 決算概要

３．平成20年3月期 取り組みと業績見通し



3www.eguarantee.co.jp

Innovation in Finance

１．当社の事業概要
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Innovation in Finance会社概要

平成12年9月：設 立

1,048百万円 （発行済株式数：20,200株）：資 本 金

事業法人、金融法人向け信用保証事業：事 業 内 容

代表取締役社長 江藤 公則：代 表 者

伊藤忠商事㈱、㈱帝国データバンク、㈱NTTデータ、
㈱ジェーシービー、㈱損害保険ジャパン、

日本興亜損害保険㈱、 ㈱みずほコーポレート銀行

：主 要 株 主

（ V C 除 く ）

５１名 （平成19年5月15日現在）：従 業 員

東京都渋谷区恵比寿4-20-3：本 社

イー・ギャランティ株式会社

（eGuarantee,Inc.）
：社 名
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Innovation in Finance当社の沿革

平成１２年９月 電子商取引決済に伴う金融債権保証の提供を目的に設立平成１２年９月平成１２年９月 電子商取引決済に伴う金融債権保証の提供を目的に設立

イー・ギャランティ株式会社は、企業間における信用リスクに特化した
信用保証サービス会社として設立されました

イー・ギャランティ株式会社は、企業間における信用リスクに特化したイー・ギャランティ株式会社は、企業間における信用リスクに特化した
信用保証信用保証サービスサービス会社として設立されました会社として設立されました

平成１３年１１月 事業法人向けに売掛債権の「包括保証サービス」を開始平成１３年１１月平成１３年１１月 事業法人向けに売掛債権の「包括保証サービス」を開始

平成１６年２月 事業法人向けに売掛債権の「個別保証サービス」を開始平成１６年２月平成１６年２月 事業法人向けに売掛債権の「個別保証サービス」を開始

平成１６年８月 ファクタリング会社以外の金融法人向け保証サービスの開始平成１６年８月平成１６年８月 ファクタリング会社以外の金融法人向け保証サービスの開始

平成１７年４月 大阪支店の開設平成１７年４月平成１７年４月 大阪支店の開設

平成１６年６月 近畿大阪銀行と業務提携（銀行初提携）平成１６年６月平成１６年６月 近畿大阪銀行と業務提携（銀行初提携）

平成１９年５月 九州支店を開設平成１９年５月平成１９年５月 九州支店を開設

平成１８年５月 本社を東京都渋谷区に移転平成１８年５月平成１８年５月 本社を東京都渋谷区に移転

平成１８年９月 大垣共立銀行と業務提携（１０行目の銀行提携）平成１８年９月平成１８年９月 大垣共立銀行と業務提携（１０行目の銀行提携）

平成１９年５月 名古屋銀行と業務提携（２０行目の銀行提携）平成１９年５月平成１９年５月 名古屋銀行と業務提携（２０行目の銀行提携）
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Innovation in Finance事業セグメント

事業法人向け、金融法人向けに専門性の高いリスク引受を提供事業法人向け、金融法人向けに専門性の高いリスク引受を提供事業法人向け、金融法人向けに専門性の高いリスク引受を提供

事業法人事業法人

製造業・卸売業製造業・卸売業
（売上債権）（売上債権）

建設・サービス業建設・サービス業
（請負債権）（請負債権）

輸出企業輸出企業
（輸出債権）（輸出債権）

その他の債権その他の債権

リース会社リース会社
（保証事業の保証）（保証事業の保証）

金融法人金融法人

ファクタリング会社ファクタリング会社
（手形買取の保証）（手形買取の保証）

カード会社カード会社
（加盟店リスク保証）（加盟店リスク保証）

信販会社信販会社
（法人カード保証）（法人カード保証）

その他の債権その他の債権

新興金融会社新興金融会社
（債権買取の保証）（債権買取の保証）
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Innovation in Finance事業モデル①（一般事業会社向け）

一般事業会社一般事業会社

取引先取引先

倒産リスク倒産リスク

引受けたリスクを審査･分析し引受けたリスクを審査･分析し
金融金融機関等機関等へリスク移転へリスク移転

～唯一の保証専業～唯一の保証専業会社会社～～

取引分析、企業審査、リスク再組成取引分析、企業審査、リスク再組成

各種各種債権債権

各種各種債権債権

変換・変換・組成組成

様
々
な
リ
ス
ク

様
々
な
リ
ス
ク

リスクの
引受け

リスクのリスクの
引受け引受け 損害保険会社損害保険会社損害保険会社

リース会社リース会社リース会社

ファクタリング
会社

ファクタリングファクタリング
会社会社リスクの

分析・審査・再組成

リスクのリスクの
分析・審査・再組成分析・審査・再組成

再保証委託
（流動化）

再保証委託再保証委託
（流動化）（流動化）

商品の売買
サービスの提供

各種債権各種債権各種債権

主に一般事業会社の企業間取引において生じた売上債権
の未回収リスクを保証します。これにより企業は未回収債権
に係るリスクを限定することができます。
一方で、当社はこうしたリスクを分析・審査し、分散した形で
再保証委託先に移転（流動化）しております。

主に主に一般事業会社の一般事業会社の企業間取引において生じた売上債権企業間取引において生じた売上債権
の未回収リスクを保証します。の未回収リスクを保証します。これにより企業はこれにより企業は未回収債権未回収債権
に係るリスクを限定することができます。に係るリスクを限定することができます。
一方で、当社はこうしたリスクを分析・審査し、分散した形で一方で、当社はこうしたリスクを分析・審査し、分散した形で
再保証委託先に移転（流動化）しております。再保証委託先に移転（流動化）しております。
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Innovation in Finance事業モデル②（金融機関向け）

金融機関金融機関

取引先取引先

倒産リスク倒産リスク

引受けたリスクを審査･分析し引受けたリスクを審査･分析し
金融金融機関等機関等へリスク移転へリスク移転

～唯一の保証専業～唯一の保証専業会社会社～～

取引分析、企業審査、リスク再組成取引分析、企業審査、リスク再組成

各種各種債権債権

各種各種債権債権

変換・変換・組成組成

様
々
な
リ
ス
ク

様
々
な
リ
ス
ク

リスクの
引受け

リスクのリスクの
引受け引受け

損害保険会社損害保険会社損害保険会社

リース会社リース会社リース会社

ファクタリング
会社

ファクタリングファクタリング
会社会社リスクの

分析・審査・再組成

リスクのリスクの
分析・審査・再組成分析・審査・再組成

保証契約／立替払い
／手形割引等

各種債権各種債権各種債権

再保証委託
（流動化）

再保証委託再保証委託
（流動化）（流動化）

従来の保証サービスでは保証されなかった金融機関の持つ
様々な債権を引き受けることで、クレジットリスクの安定と逓
減を図ります。これにより金融ビジネスの安定した収益の獲
得を実現します。また、当社は引受けたリスクを再保証委託
先に移転しており、金融機関に収益機会を提供しております。

従来の保証サービスでは保証されなかった従来の保証サービスでは保証されなかった金融機関の持つ金融機関の持つ
様々な様々な債権債権を引き受けることで、を引き受けることで、クレジットリスクの安定と逓クレジットリスクの安定と逓
減を図り減を図ります。これによります。これにより金融ビジネスの安定した収益の獲金融ビジネスの安定した収益の獲
得を実現します。得を実現します。また、当社は引受けたリスクを再保証委託また、当社は引受けたリスクを再保証委託
先に移転しており、金融機関に先に移転しており、金融機関に収益機会収益機会を提供しております。を提供しております。
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Innovation in Finance当社の強み

マーケット機能

債権分析、審査、
分散リスクの
確保・変換・組成

マーケット機能マーケット機能

債権分析、審査、債権分析、審査、
分散リスクの分散リスクの
確保・変換・組成確保・変換・組成

保証専業による
専門性・柔軟性

リスク保証に
特化した専門性
柔軟な商品開発

保証専業による保証専業による
専門性・柔軟性専門性・柔軟性

リスク保証にリスク保証に
特化した専門性特化した専門性
柔軟な商品開発柔軟な商品開発

パートナーシップ

各業界の有力企業
との協力関係
早期の事業開発

パートナーシップパートナーシップ

各業界の有力企業各業界の有力企業
との協力関係との協力関係
早期の事業開発早期の事業開発

分散効果を発揮分散効果を発揮分散効果を発揮 規模の利益を享受規模の利益を享受規模の利益を享受審査情報・与信
ノウハウの蓄積

審査情報・与信審査情報・与信
ノウハウの蓄積ノウハウの蓄積

多様かつ複雑なクレジットリスクの保証・流動化を目指します多様かつ複雑なクレジットリスクの保証・流動化を目指します多様かつ複雑なクレジットリスクの保証・流動化を目指します
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Innovation in Finance売上債権保証の潜在市場（事業法人向け）

（出典） 平成16年UFJ総合研究所ヒアリングに基づく推計

欧州と比較して浸透度が低く、潜在的な需要は大きい欧州と比較して浸透度が低く、潜在的な需要は大きい欧州と比較して浸透度が低く、潜在的な需要は大きい
金融金融
法人法人

事業事業
法人法人

売掛債権売掛債権

（参考データ）（参考データ）（参考データ）

日 本日日 本本 1兆3,000億円11兆兆3,0003,000億円億円

データデータデータ

2004年20042004年年

売掛債権に対する
保証付保率（％）

売掛債権に対する売掛債権に対する
保証付保率（％）保証付保率（％）

保証（保険）引受け
残高

保証（保険）引受け保証（保険）引受け
残高残高

0.6％0.60.6％％

2000年20002000年年

22.0％22.022.0％％

700億ﾕｰﾛ
（11兆1,300億円）

700700億ﾕｰﾛ億ﾕｰﾛ
（（1111兆兆1,3001,300億円）億円）

870億ﾕｰﾛ
（13兆8,330億円）

870870億ﾕｰﾛ億ﾕｰﾛ
（（1133兆兆88,3,33300億円）億円）

12.0％12.012.0％％

2001年20012001年年

フランスフランスフランス

ドイツドイツドイツ
欧州欧州欧州

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

日本 フランス ドイツ

日本
フランス

ドイツ

売掛債権保証事業の市場潜在性売掛債権保証事業の市場潜在性

欧州と比較して、売掛債権に対する欧州と比較して、売掛債権に対する
保証付保率が非常に低いのが現状保証付保率が非常に低いのが現状

（十億円）
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Innovation in Financeご参考：対象となりうる潜在市場（金融法人向け）

（出典） 平成18年「デリバティブ取引に関する定例市場報告」（日本銀行）
「ISDA Maeket Servey」（International Swap and Derivatives Association,Inc.）

新興金融スキームであり、参入の余地は十分にある新興金融スキームであり、参入の余地は十分にある新興金融スキームであり、参入の余地は十分にある事業事業
法人法人

ＣＤＳＣＤＳ

未成熟の金融サービスであり今後の未成熟の金融サービスであり今後の
成長が十分に期待できる成長が十分に期待できる

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

2004年12月 2005年6月 2005年12月 2006年6月

0
20,000

40,000
60,000

80,000
100,000

120,000
140,000

160,000
180,000

200,000
世界市場

国内市場

（国内/億円）（世界市場/億円）

国内市場国内市場国内市場 5兆4,900億円55兆兆44,900,900億円億円 9兆6,014億円99兆兆6,0146,014億円億円 11兆9,438億円1111兆兆9,4389,438億円億円 17兆4,948億円1717兆兆4,9484,948億円億円

金融金融
法人法人

（例）クレジット・デフォルト・スワップの市場潜在性（例）クレジット・デフォルト・スワップの市場潜在性

（参考データ）（参考データ）（参考データ） 2004年12月20042004年年1212月月 2005年６月20020055年６月年６月 2005年12月20020055年年1212月月 2006年６月20062006年６月年６月

世界市場世界市場世界市場 8兆4,222億ドル
（1,027兆5,084億円）

88兆兆4,2224,222億ドル億ドル
（（11,027,027兆兆55,084,084億円）億円）

12兆4,298億ドル
（1,516兆4,356億円）

1212兆兆4,2984,298億ドル億ドル
（（1,5161,516兆兆4,3564,356億円）億円）

17兆0,961億ドル
（2,085兆7,242億円）

1717兆兆0,9610,961億ドル億ドル
（（2,0852,085兆兆7,2427,242億円）億円）

26兆0,057億ドル
（3,172兆6,954億円）

2626兆兆0,0570,057億ドル億ドル
（（3,1723,172兆兆6,9546,954億円）億円）
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Innovation in Finance当社の収益構造

当社の収益構造は、毎年の保証受託契約の更改率（継続率）が高く、
下方硬直性が高いストック型ビジネスモデル

当社の収益構造は、毎年の保証受託契約の更改率（継続率）が高く、当社の収益構造は、毎年の保証受託契約の更改率（継続率）が高く、
下方硬直性が高いストック型ビジネスモデル下方硬直性が高いストック型ビジネスモデル

売上高売上高
保証残高保証残高

経過年数経過年数

新規新規新規 継続継続継続 継続継続継続 継続継続継続

新規新規新規

継続継続継続

継続継続継続

新規新規新規

継続継続継続

新規新規新規

初年度契約分初年度契約分

３年目契約分３年目契約分

２年目契約分２年目契約分

４年目契約分４年目契約分

初年度 ２年目 ３年目 ４年目

保証契約の継続受託

による収益

（点線部分）

保証契約の継続受託保証契約の継続受託

による収益による収益

（点線部分）（点線部分）

当 社 の 収 益当当 社社 のの 収収 益益

＝＝＝

新規保証受託の収益

（棒線部分）

新規保証受託の収益新規保証受託の収益

（棒線部分）（棒線部分）

＋＋＋
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Innovation in Finance

２．平成19年3月期 決算概要
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Innovation in Finance業績の概要

114.4%103.7%164,714 144,000 158,905 当期純利益

114.3%136.7%196,625 172,000 143,878 経 常 利 益

121.9%147.2%208,534 171,000 141,701 営 業 利 益

106.8%143.8%715,349 670,000 497,568 売上総利益

104.4%136.4%1,421,338 1,361,000 1,041,756 売 上 高

計画比前期比
平成19年3月期

（実績）
平成19年3月期

(計画)
平成18年3月期

前期、計画値を上回る6期連続の増収・増益を達成前期、計画値を上回る前期、計画値を上回る66期連続の増収・増益を達成期連続の増収・増益を達成

(単位：千円)
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Innovation in Finance業績の推移

-400

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600
(単位：百万円)

事業法人向け売上事業法人向け売上

経常利益経常利益

金融法人向け売上金融法人向け売上

平成14年3月期平成平成1414年年33月期月期
平成15年3月期平成平成1515年年33月期月期

平成16年3月期平成平成1616年年33月期月期
平成17年3月期平成平成1717年年33月期月期

平成18年3月期平成平成1818年年33月期月期 平成19年3月期平成平成1199年年33月期月期

売上高（千円）売上高売上高（千円）（千円） 81,6998181,699,699 173,739173173,739,739 390,363390390,363,363 681,933681681,933,933 1,041,7561,041,7561,041,756 1,421,3391,421,3391,421,339

業績推移業績推移

事業法人向け（千円）
事業法人向け（千円）事業法人向け（千円）

金融法人向け（千円）
金融法人向け（千円）金融法人向け（千円）

経常利益（千円）
経常利益（千円）経常利益（千円）

－－
－

－－
－

623,886623,886623,886
956,569956,569956,569

1,350,2721,350,2721,350,272

－－
－

58,04758,04758,047
85,18785,18785,187

71,06671,06671,066
－－
－

－－
－

－－
－

△204,666△△204204,666,666
△154,677△△154,677154,677

△37,942△△3737,942,942 57,8525757,852,852 143,878143,878143,878 196,625196,625196,625

平成14年３月期 平成15年３月期 平成16年３月期 平成17年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期

82
174

390

682

1,042

1,421

197144
58

△38
△155△205
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Innovation in Finance財務状況の推移

流動資産

１，６６９百万円

流動資産流動資産

１，６６９百万円１，６６９百万円

◆ 資産の部◆◆ 資産の部資産の部 ◆ 負債の部◆◆ 負債の部負債の部

固定資産

５５百万円

固定資産固定資産

５５百万円５５百万円

流動資産

２，４１１百万円

流動資産流動資産

２，４１１百万円２，４１１百万円

固定資産

８５百万円

固定資産固定資産

８５百万円８５百万円

流動負債

６７７百万円

流動負債流動負債

６７７百万円６７７百万円

純資産
（資本の部）

１，００１百万円

純資産純資産
（資本の部）（資本の部）

１，００１百万円１，００１百万円

流動負債

１，０４０百万円

流動負債流動負債

１，０４０百万円１，０４０百万円

純資産

１，４０３百万円

純資産純資産

１，４０３百万円１，４０３百万円

固定負債
４６百万円

固定負債固定負債
４６百万円４６百万円

固定負債
５４百万円

固定負債固定負債
５４百万円５４百万円

公募増資により、流動資産・純資産が増加
好調な事業活動により、流動負債（前受金）が増加

公募増資により、流動資産・純資産が増加公募増資により、流動資産・純資産が増加
好調な事業活動により、流動負債（前受金）が増加好調な事業活動により、流動負債（前受金）が増加

平成18年３月期 平成19年３月期 平成18年３月期 平成19年３月期
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Innovation in Finance主な経営指標

６９，４４０円５２，１５５円１ 株当た り 純資産

５６．２％

９．３％

１３．７％

８，５７１円

１３．８％

平成19年3月期

５８．１％自 己 資 本 比 率

９．２％総資産経常利益率

１７．２％自己資本当期純利益率

８，２７６円１株当たり当期純利益

１３．８％売上高経常利益率

平成18年3月期

１株当たり当期純利益（EPS）、 １株当たり純資産（BPS）は上昇
流動負債の増加により自己資本比率は低下

公募増資により自己資本当期純利益（ROE）は低下

１株当たり当期純利益（１株当たり当期純利益（EPSEPS）、）、 １株当たり純資産（１株当たり純資産（BPSBPS）は上昇）は上昇

流動負債の増加により自己資本比率は低下流動負債の増加により自己資本比率は低下
公募増資により自己資本当期純利益（公募増資により自己資本当期純利益（ROEROE）は低下）は低下
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Innovation in Finance保証残高の推移

保証残高
金額

保証残高保証残高
金額金額 ２３０億円２３０億円２３０億円 ３４３億円３４３億円３４３億円 ４３１億円４３１億円４３１億円 ６１７億円６１７億円６１７億円

前年からの
増減額

前年からの前年からの
増減額増減額 －－－ １１３億円１１３億円１１３億円 ８８億円８８億円８８億円 １８６億円１８６億円１８６億円

直近１年間で過去最高の保証残高の上積みを達成直近１年間で過去最高の保証残高の上積みを達成直近１年間で過去最高の保証残高の上積みを達成

0

100

200

300

400

500

600

700

平成１６年３月 平成１７年３月 平成１８年３月 平成１９年３月

(単位：億円)
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Innovation in Finance

３．平成20年3月期の取り組みと業績見通し
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Innovation in Finance事業戦略

販売網の拡大販売網の拡大販売網の拡大

保証対象債権の拡大・多様化保証対象債権の拡大・多様化保証対象債権の拡大・多様化

マーケット機能の強化マーケット機能の強化マーケット機能の強化

今期の重点取り組み事項今期の重点取り組み事項今期の重点取り組み事項
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Innovation in Finance

・・・ 提携銀行所在府県・・・・・・ 提携銀行所在府県提携銀行所在府県

販売網の拡大

全国の金融機関等と提携ネットワークを築き、販売網を早期に拡充します全国の全国の金融機関等と提携ネットワーク金融機関等と提携ネットワークを築き、販売網を早期に拡充しますを築き、販売網を早期に拡充します

提携地方銀行 ＜敬称略＞

◆岩手銀行 ◆伊予銀行 ◆大分銀行 ◆大垣共立銀行
◆近畿大阪銀行 ◆山陰合同銀行◆滋賀銀行 ◆静岡銀行
◆十八銀行 ◆荘内銀行 ◆第四銀行 ◆千葉銀行
◆鳥取銀行 ◆トマト銀行 ◆名古屋銀行◆西日本シティ銀行
◆八十二銀行 ◆広島銀行 ◆福井銀行 ◆宮崎銀行

計 ２０ 行

提携地方銀行提携地方銀行 ＜敬称略＞＜敬称略＞

◆◆岩手銀行岩手銀行 ◆◆伊予銀行伊予銀行 ◆◆大分銀行大分銀行 ◆◆大垣共立銀行大垣共立銀行
◆◆近畿大阪銀行近畿大阪銀行 ◆山陰合同銀行◆山陰合同銀行 ◆◆滋賀銀行滋賀銀行 ◆静岡銀行◆静岡銀行
◆◆十八銀行十八銀行 ◆荘内銀行◆荘内銀行 ◆◆第四銀行第四銀行 ◆千葉銀行◆千葉銀行
◆◆鳥取銀行鳥取銀行 ◆◆トマト銀行トマト銀行 ◆名古屋銀行◆名古屋銀行 ◆◆西日本シティ銀行西日本シティ銀行
◆八十二銀行◆八十二銀行 ◆◆広島銀行広島銀行 ◆◆福井銀行福井銀行 ◆◆宮崎銀行宮崎銀行

計計 ２０２０ 行行

全国的な販売網の構築に取り組みます全国的な販売網の構築に取り組みます全国的な販売網の構築に取り組みます
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Innovation in Finance保証対象債権の拡大・多様化

当社が得意とする定性情報に加え、総合的な与信力及び
独自の審査スキームにより、保証対象債権の拡大・多様化を実現します

当社が得意とする定性情報に加え、総合的な与信力及び当社が得意とする定性情報に加え、総合的な与信力及び
独自の審査スキーム独自の審査スキームにより、により、保証保証対象対象債権の拡大・多様化を実現債権の拡大・多様化を実現しますします

現在現在現在

<<再保証商品再保証商品>>

保証債務の再保証保証債務の再保証

立替払い債権の保証等立替払い債権の保証等

<<新たな債権保証新たな債権保証>>

請負債権保証請負債権保証

長期債権保証長期債権保証

店舗保証金店舗保証金

返還請求権保証返還請求権保証

<<新たな金融商品の保証新たな金融商品の保証>>

デリバティブﾞ取引デリバティブﾞ取引

債権流動化の保証債権流動化の保証

etcetc・・・・・・

保証債権の拡大に伴保証債権の拡大に伴う対象う対象マーケットマーケットのの拡大拡大

顧客数・保証残高顧客数・保証残高のの増加増加
＝＝
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Innovation in Financeマーケット機能の強化＝再保証先の拡大

過去の保証実績によるトラックレコード及び債権分析機能に基づいて集めたリスクを
各金融機関等のニーズにあった形に変換し、新たなリスク商品として組成
再保証委託先の拡大により更にマーケット機能の強化を図ります

過去の過去の保証実績によ保証実績によるトラックレコード及び債権分析機能に基づいて集めたリスクをるトラックレコード及び債権分析機能に基づいて集めたリスクを
各金融機関等のニーズにあった形に変換し、新たなリスク商品として組成各金融機関等のニーズにあった形に変換し、新たなリスク商品として組成
再保証委託先の拡大により更にマーケット機能の強化を図ります再保証委託先の拡大により更にマーケット機能の強化を図ります

保証範囲の拡大保証範囲の拡大

新たな分野を得意とする再保証委託先の開拓新たな分野を得意とする再保証委託先の開拓

現行の再保証委託先の保証範囲現行の再保証委託先の保証範囲

海外金融機関も含めて再保証委託先を広げ、
各金融機関等の得意とする債権を組合わせる
ことによって、保証サービスを拡大していきます。

海外金融機関も含めて再保証委託先を広げ、海外金融機関も含めて再保証委託先を広げ、
各金融機関等の得意とする債権を組合わせる各金融機関等の得意とする債権を組合わせる
ことによって、保証サービスを拡大していきます。ことによって、保証サービスを拡大していきます。

再保証委託先再保証委託先
拡大拡大

現行の現行の

再保証範囲再保証範囲

「リスクを引受けて欲しい」ニーズと「リスクを引受けたい」ニーズの
ギャップを当社が埋めることでリスクマーケット機能を強化します

「リスクを引受けて欲しい」ニーズと「リスクを引受けたい」ニーズの「リスクを引受けて欲しい」ニーズと「リスクを引受けたい」ニーズの
ギャップを当社が埋めることでリスクマーケット機能を強化しますギャップを当社が埋めることでリスクマーケット機能を強化します
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Innovation in Finance業績見通し

94.9%156,387 164,714 158,905 当期純利益

14．7％13．8％13．8％
売上高経常
利益率（％）

152.6%300,000 196,625 143,878 経 常 利 益

141.7%295,500 208,534 141,701 営 業 利 益

137.0%980,000 715,349 497,568 売上総利益

142.8%2,040,000 1,421,338 1,041,756 売 上 高

前期比
平成20年3月期
(予想)

平成19年3月期平成18年3月期

成長を加速させ、今年度中に累積損失を一掃し、

売上２０億円、経常利益３億円を目指します

成長を加速させ、今年度中に累積損失を一掃し、成長を加速させ、今年度中に累積損失を一掃し、

売上２０億円、経常利益３億円売上２０億円、経常利益３億円を目指しますを目指します

(単位：千円)



ご静聴、ありがとうございました

イー・ギャランティ株式会社

代表取締役社長 江藤 公則

ご静聴、ありがとうございましたご静聴、ありがとうございました

イー・ギャランティ株式会社イー・ギャランティ株式会社

代表取締役社長代表取締役社長 江藤江藤 公則公則
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Innovation in Finance

電 話電電 話話

Ｆ Ａ ＸＦＦ ＡＡ ＸＸ

住 所住住 所所

0 3 ‒ 5 4 4 7 ‒ 3 5 7 20 3 0 3 ‒‒ 5 4 4 7 5 4 4 7 ‒‒ 33 55 77 22

0 3 ‒ 5 4 4 7 ‒ 3 5 8 0 0 3 0 3 ‒‒ 5 4 4 7 5 4 4 7 ‒‒ 3 5 8 0 3 5 8 0 

東京都渋谷区恵比寿４－２０－３東京都渋谷区恵比寿４－２０－３東京都渋谷区恵比寿４－２０－３

ＩＲに関するお問合せＩＲに関するお問合せＩＲに関するお問合せ

イー・ギャランティ株式会社 社長室イー・ギャランティ株式会社イー・ギャランティ株式会社 社長室社長室

Ｅ ‒ m a i lＥＥ ‒‒ m a i lm a i l i r @ e g u a r a n t e e . c o . j pi r @ e g u a r a n t e e . c o . j pi r @ e g u a r a n t e e . c o . j p


